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Ⅰ 情報交流施設の基本コンセプト 

■ 熊本駅周辺整備事業における東 A 地区の位置づけ 

 熊本駅周辺地域整備基本計画 

熊本県並びに熊本市では平成２３年春の九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を

見据え、平成１７年６月に「熊本駅周辺地域整備基本計画」を策定、公表したと

ころであり、熊本駅周辺が県都の陸の玄関口にふさわしい地域となるよう、現在、

周辺整備に取り組んでいる。 

この基本計画では熊本駅周辺地域の将来像を「出会いとふれあいの副都心」と

位置づけるとともに駅東側地区を「九州・熊本の情報発信の場」、西側地区を「新

しい都市生活を創造する場」、そして駅直近を「多種多様な人々が交流し情報発信

する拠点」として整備する方針が示された。 

また、基本計画の土地利用のゾーニングで、駅前の東側正面に位置する東Ａ地

区は、「人と情報の交流ゾーン」「情報化社会を切り開くゾーン」に位置づけられ

ている。 
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将 来 像 
出会いとふれ合いの副都心 

まちづくりのテーマ まちづくりの理念 
●出会いとふれ合いの

あるまちづくり 

●人にやさしく利便性の

高いまちづくり 

●水と緑の自然や歴史性

を活かしたまちづくり 

人・文化・自然と出会う くまもと・交流舞台 

～パークステーション～ 
 

★『森の都』を感じさせる空間を演出   
★ 多くの人々を惹きつける空間づくり 

まちづくりのイメージ 

熊本駅周辺地域の将来ビジョン 



  

 

 

地域コミュニティを
育むゾーン 

熊本合同庁舎 

情報 化社会を切
り開くゾーン 

放送局 

生活文化を創造する
ゾーン 

人と情報の交流ゾーン 

新しいタウンライフ
を提供するゾーン 

西地区 

南地区  

北地区 

東地区 

二本木地区  

 

 

 

東Ａ地区の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 東Ａ地区再開発事業の目的 

このような位置づけから、東Ａ地区は情報発信の拠点、賑わい創出の交流拠点

としての役割が求められている。 

 しかしながら、この東 A 地区の現状は熊本駅正面に位置し、熊本を印象付ける

重要な街区であるにもかかわらず、老朽建築物や空き地が目立つ状態となってい

る。 

したがって、九州新幹線鹿児島ルート全線開業までに副都心にふさわしい「都

市機能の充実」と「都市景観の向上」を図るため、市が事業主体となって再開発

事業を行うこととした。 

 

 都市機能の充実 

この再開発事業の核となるのが熊本市の公共施設であるが、これを呼び水とし

て、今後、民間企業参画のための事業提案競技を行う予定である。 

行政（情報交流機能）、民間（商業・業務機能等）とが一体となって都市機能の

充実を図り、熊本駅周辺の一層の賑わい創出に寄与する。 

 

 都市景観の向上 

また、この東Ａ地区は魅力ある熊本駅周辺地域のまちづくりを進める上で重要

な空間軸の一つである「アメニティ軸」に面している。 

このアメニティ軸は万日山（緑）から駅前広場（賑わい）を通り白川（水）に

至るまでの空間軸で、その整備にあたっては水、緑や熊本らしさが感じられ、安

らぎ、憩える空間形成が求められている。 

そこで、再開発事業により駅前広場や水辺空間など駅周辺全体と調和した都市

空間の形成を図る。

人と情報の交流ゾーン 

情報化社会を切り開くゾーン 

土地利用ゾーニング図 
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情報化社会を切り
開くゾーン 

人と情報の交流
ゾーン 

東Ａ地区 

東Ｂ地区 

二本木Ａ地区 

二本木Ｂ地区 
南Ｃ地区 

南Ｂ地区 

南Ａ地区 



  

■ 東 A 地区再開発事業に期待される役割 

導入する公共施設の基本コンセプトを取りまとめるにあたって、前記の「熊本

駅周辺整備基本計画」や「東Ａ地区市街地再開発事業の目的」を踏まえ、本市を

取り巻く「時代の潮流」や「まちづくりの方向性」といった視点、並びに「駅前

という立地性」という視点から下記のとおり整理した。 

 

（１）「時代潮流」・「本市のまちづくりの方向性」 

■ 熊本の魅力と活力を創造する交流機能の充実 

■ 熊本を担う人・企業を育成するための必要な機能の充実 

■ 九州の一体的発展を牽引する九州中央の拠点都市として、アジアを睨んだ

九州の情報発信 

 

（２）「駅前という立地性」 

■ 今後の駅周辺全体及び本市西南部地域の開発を牽引する先導的役割 

■ 熊本の陸の玄関口にふさわしい「ゲートウェイ」としての役割 

■ 九州・熊本の誇る歴史・文化・自然・観光を発信・紹介する「ロビー」と

しての役割 

■ 新熊本合同庁舎等とともに、副都心としての機能の一部を担う役割 

 

■ 情報交流施設の基本コンセプト 

これらの位置づけや役割から基本コンセプトを 

人、情報、文化が交流し、豊かさと活力を生み出す『情報交流拠点』 

とした。 

 

 

都心部との連携により 

熊本市及び都市圏全体の活力を生み出す 

駅周辺地域 

東A地区 

 

情報収集・発信 情報収集・発信 

 

   

 

 
  

 

市内 

海外 県外 

国内 

賑わい 賑わい 

情報交流施設 
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※建物形態は未定です。 
  


